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江北町議会としては初めてとなる休日議会を
開催しました。義務教育学校に関する特別委
員会には中学生が傍聴に来てくれました。
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別
委
員
会

一般会計及び特別会計歳入歳出決算を認定令和７年度

　９月定例会で「令和７年度決算」について、予算が適正にまた効果的に執行されていたかを、特別
委員会において３日間にわたり審査し、その結果令和７年度決算については、一部「委員賛成多数」
で認定しました。

一
般
会
計

下
水
道
事
業
会
計・

特
別
会
計

歳　入 76億1,332万5,283円
歳　出 72億1,540万4,269円
歳入歳出差引残額 3億9,792万1,014円

会　計 歳　入 歳　出 差引額
無資力臨鉱ポンプ等
維持管理 170,803,981 168,778,865 2,025,116

国民健康保険 1,379,972,619 1,295,151,870 84,820,749
後期高齢者医療 179,058,914 178,672,487 386,427

会　計 収益的収入 事業費用 純利益
下水道事業会計 607,937,850 578,520,499 29,417,351

（単位：円）

議 会 費
7,630万3千円
議会運営、議員報酬
など

消 防 費
5億7,455万7千円

消防、防災活動など

衛 生 費
4億4,876万1千円

健康増進事業、
ゴミ処理など

公 債 費
5億2,416万4千円

町債の元金償還、
利子支払いなど

民 生 費
24億3,302万9千円

児童、高齢者、
障がい者の福祉など

災害復旧費
1,324万9千円

災害被害の復旧

農林水産業費
6億434万1千円
農林水産業の振興など

労 働 費
500万円
労働政策など

諸支出金
894万4千円

基金への積立金など

土 木 費
6億3,433万8千円

道路、公園、河川の
維持管理など

商 工 費
1億4,521万2千円

商工業・観光の振興
など

総 務 費
17億7,962万8千円

総務管理、財産管理、
税務事務など

教 育 費
5億8,446万8千円

学校管理運営、
生涯学習推進など

歳出の内容

2令和８年９月 定例会
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町民税が増えた理由は？ＱＱ
個人の町民税です。前年度に定額減税が行われており、令和６年度分の所得税１人当たり３万円、
個人住民税が１人当たり１万円、課税対象者から控除されていたため、この分が減収となっていた。ＡＡ

エキ・キタ（駅北コンテナショップ）の現在の利用状況は。ＱＱ
令和４年度に整備して、３年を１期として今現在２期目。空き店舗２件分の募集をして
いる。ＡＡ

高齢者運転免許証自主返納支援事業のタクシーチケット交付について、この利用状況が
半分以下になっているその理由は。ＱＱ
自分の家族が対応されていること、タクシーを呼んでもなかなか利用できないこと、また、
タクシーを利用するのは非常に贅沢だとの心理的な要因もあることが理由となっている。ＡＡ

地域農業水利施設ストックマネジメント事業。かんがい排水３号水路ゲートが電動化に
なったが、末端のゲート臨鉱ポンプのほうで対応できないか。ＱＱ
臨鉱ポンプの基金については非常に大事。適用するかどうかは慎重でなければならない。ＡＡ

交付されるタクシーチケットは6,000円を５年間交付されるが、今年度使わなかった
チケットは来年も再来年も加算して使えるのか。ＱＱ
交付しているチケットについては有効期限を定めている。単年度の利用としている。ＡＡ
障害児通所支援事業について、障害児相談支援、児童発達支援、放課後等デイサービス、
それぞれの説明を。ＱＱ
障害児相談支援はサービス利用計画の作成や関係機関との連絡・調整、児童発達支援は
未就学児の発達や集団生活への適応等の支援、放課後等デイサービスは小学生から高校
生までの生活能力の向上や社会との交流を促す支援を行うサービスである。

ＡＡ

決算特別委員会　 &Q A
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一
般
質
問

国の財源による物価対策は、全町民を
対象に除外規定の撤回を求める！

町としての考え方、信条に基づいてやっている町長

地
方
自
治
に
基
づ
く
行
政
を
求
め
る

町
長　

議
員
の
信
条
と
相
い
れ
な
い
が
、

ご
理
解
を

土ど
ろ

渕ぶ
ち 

茂し
げ

勝か
つ

議
員

議
員　

地
方
自
治
法
１

条
の
２「
地
方
公
共
団
体

は
、
住
民
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
行
政

を
自
主
的
か
つ
総
合
的
に

実
施
す
る
役
割
を
広
く
担

う
も
の
と
す
る
。」
と
述

べ
て
い
る
。
今
の
生
活
状

況
、
物
価
高
の
中
で
、
国

の
物
価
対
策
と
い
う
の
は
、

す
べ
て
の
町
民
が
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
に

従
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

町
長　
今
回
、
あ
く
ま
で

町
の
物
価
対
策
事
業
と
し

て
、
法
律
、
規
則
に
の
っ

と
っ
て
こ
の
事
業
を
や
っ

た
方
が
い
い
と
い
う
の
は
、

独
自
で
考
え
て
や
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
行
政

の
責
任
者
と
し
て
の
信
条

に
基
づ
い
て
、
今
回
や
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

残
念
な
が
ら
、
議
員
の
信

条
と
は
す
こ
し
相
い
れ
な

い
が
、
ご
理
解
願
い
た
い
。

議
員　
町
で
は
、
国
の
交

付
金
を
活
用
し
、
長
引
く

物
価
高
騰
か
ら
町
民
を
守

る
４
つ
の
柱
を
軸
と
し
た

町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策

を
実
施
す
る
た
め
１
億
７

６
８
万
８
千
円
の
追
加
予

算
が
、
６
月
３０
日
の
臨
時

議
会
で
採
択
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
の
３
つ
の
事
業

に
反
対
の
討
論
を
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
町
民

税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る

人
は
補
助
対
象
外
と
さ
れ

て
い
る
。

　
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
購
入

事
業
に
つ
い
て
、
何
人
が

応
募
さ
れ
、
交
付
額
が
い

く
ら
に
な
る
か
。

町
民
生
活
課
長　

こ
の
事

業
は
、
予
想
以
上
に
反
響

が
大
き
く
、
申
請
受
付
を

開
始
し
た
８
月
３
日
当
日

に
予
算
の
上
限
に
近
づ
い

た
こ
と
か
ら
、
８
月
３
日

購
入
分
ま
で
で
補
助
を
終

了
し
た
。
申
請
者
は
９
月

２
日
ま
で
に
３
５
３
人
の

方
か
ら
申
請
。
当
初
２
千

万
円
計
上
し
て
い
た
が
、

今
後
の
支
出
見
込
み
は
２

千
９
２
７
万
６
千
円
と
な

る
。
超
過
分
は
８
月
２１
日

付
で
専
決
処
分
を
行
っ
た
。

こ
の
財
源
は
、
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
か
ら
の
繰
入
金

で
対
応
。

議
員　
こ
の

事
業
で
対
象

外
と
さ
れ
た

住
民
税
・
固

定
資
産
税
・

国
民
健
康
保

険
税
・
軽
自

動
車
税
・
保

育
料
・
幼
稚

園
利
用
料
・

公
営
住
宅
使

用
料
・
下
水

使
用
料
の
滞
納
さ
れ
た
方

は
そ
れ
ぞ
れ
何
人
か
。
ま

た
生
活
保
護
者
は
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

町
民
生
活
課
長　

対
象
外

と
な
ら
れ
た
方
は
現
時
点

で
は
い
な
い
。
生
活
保
護

者
は
、
補
助
の
対
象
と
し

て
い
る
。

議
員　
ゼ
ロ
と
い
う
こ
と

は
、
全
町
民
が
対
象
と
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

町
長　
町
に
は
、
補
助
金

等
の
交
付
規
則
と
い
う
も

の
が
あ
る
。町
税
、分
担
金
、

負
担
金
云
々
を
滞
納
し
て

い
る
申
請
者
は
交
付
決
定

が
で
き
な
い
と
書
い
て
あ

る
。
例
え
ば
、
申
請
を
さ

れ
た
段
階
で
は
滞
納
さ
れ

て
い
た
方
が
お
ら
れ
た
と

し
て
も
、
交
付
決
定
は
留

保
す
る
が
、
完
納
し
て
い

た
だ
い
た
ら
、
交
付
決
定

は
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

議
員　
そ
れ
は
ご
ま
か
し

だ
。
案
内
文
章
の
中
に
は
、

そ
う
い
う
ふ
う
に
は
書
い

て
い
な
い
。
滞
納
者
は
除

外
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

町
長　
今
回
、
補
助
金
の

交
付
要
綱
を
策
定
し
、
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
を
条

件
と
し
た
。
申
請
は
い
た

だ
く
が
完
納
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
交
付
決
定
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

ご
ま
か
し
で
は
な
い
。
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物価高騰対策事業は適切に実施
されているのか

交付金をどう使うかは、市町によって考え方も違う
今回、議論が不十分だったという認識はない

町長

ネ
イ
ブ
ル
及
び
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
空
調
設
備
の
安
全
性
は

こ
ど
も
教
育
課
長　
震
度
５
弱
の
揺
れ
で
も

安
全
性
に
問
題
な
い

池い
け

田だ 

和か
ず

幸ゆ
き

議
員

ガス配管が屋外にある施設

議
員　
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
の
江
北
町
物

価
高
騰
対
策
事
業
は
、
事

業
費
総
額
約
１
億
８
，９

０
０
万
が
計
上
さ
れ
、
４

つ
の
柱
を
軸
に
予
算
編
成

さ
れ
て
い
る
。

　

予
算
編
成
を
決
め
る

際
、
十
分
な
時
間
等
が
な

く
、
念
入
り
な
企
画
が
難

し
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
交
付
金
を
ど
う
使

う
か
は
、
市
町
に
よ
っ
て

考
え
方
も
違
う
。
今
回
、

議
論
が
不
十
分
だ
っ
た
と

い
う
認
識
は
な
い
。

議
員　
「
暮
ら
し
を
守
る
」

で
、
各
地
区
に
支
援
金
を

支
給
す
る
地
域
活
動
支
援

事
業
で
、
各
地
区
の
事
業

内
容
は
。

総
務
政
策
課
長　

町
内
35

地
区
の
う
ち
、
31
地
区
が

集
会
所
等
の
ハ
ー
ド
事
業

の
計
画
。

　
ソ
フ
ト
事
業
は
、
お
祭

り
や
運
動
会
等
に
係
る
経

費
、
地
区
内
組
織
へ
の
助

成
金
が
ハ
ー
ド
事
業
と
組

み
合
わ
せ
て
計
画
さ
れ
て

い
る
。

議
員　
現
金
や
商
品
券
、

ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
の
配
付

が
あ
っ
た
と
聞
く
が
。

総
務
政
策
課
長　

区
の
組

織
に
助
成
金
や
研
修
費
と

し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
は
あ
る
。

議
員　
家
庭
用
省
エ
ネ
エ

ア
コ
ン
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
事
業
の
申
請

件
数
は
。

町
民
生
活
課
長　

９
月
２

日
時
点
で
３
５
３
件
、
省

エ
ネ
基
準
を
達
成
し
た
エ

ア
コ
ン
は
１
９
５
件
で
、

全
体
の
55
％
を
占
め
、
達

成
し
て
い
な
い
エ
ア
コ
ン

は
１
５
８
件
で
45
％
。

議
員　
「
健
康
を
守
る
」で
、

各
種
検
診
・
予
防
接
種
等

に
伴
う
自
己
負
担
額
無
償

化
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

令
和
７

年
度
か
ら
定
期
接
種
と

な
っ
た
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
は
、
６
月
末
時
点
の
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
１
回
目
の

接
種
者
数
が
１
２
２
名
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
約
３

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
特

定
健
診
の
受
診
者
数
は
概

ね
横
ば
い
で
あ
る
。

議
員　
後
期
高
齢
者
の
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

検
診
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長　

８
月
末

時
点
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク

が
３
件
、
脳
ド
ッ
ク
が
１

件
の
合
計
４
件
。

議
員　
「
産
業
を
守
る
」で
、

農
業
所
得
者
に
対
す
る
支

援
事
業
と
小
規
模
事
業
者

支
援
事
業
に
よ
る
事
業
主

の
申
請
状
況
は
。

町
長　
農
業
者
の
申
請
者

数
は
２
０
４
名
、
交
付
決

定
額
は
８
８
５
万
円
。
小

規
模
事
業
者
の
申
請
者
数

は
３
４
５
名
、
交
付
決
定

額
は
１
，８
１
２
万
円
。

議
員　
「
学
び
を
守
る
」で
、

文
化
活
動
支
援
事
業
と
ス

ポ
ー
ツ
活
動
支
援
事
業
の

支
援
の
状
況
は
。

町
長　
文
化
協
会
に
発
表

会
の
開
催
に
必
要
な
備
品

等
の
整
備
。
ス
ポ
ー
ツ
協

会
に
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
で
着
用
す
る
ユ
ニ
ホ
ー

ム
等
へ
の
整
備
。

議
員　
ど
ち
ら
の
協
会
へ

の
支
援
は
、
役
員
会
等
の

会
議
を
待
た
ず
に
事
業
内

容
が
決
め
ら
れ
て
い
る
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
建
設
技

術
支
援
機
構
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
ガ
ス
配
管
が
屋

外
に
あ
り
、
ガ
ス
が
た
ま

ら
な
い
。
ま
た
震
度
５
弱

の
揺
れ
の
発
生
時
は
、
自

動
ガ
ス
遮
断
装
置
が
作
動

し
、
自
動
的
に
停
止
す
る
。

安
全
性
に
問
題
な
い
。
納

入
組
合
で
月
１
回
、
確
認

を
し
て
い
る
。

議
員　
熊
本
県
宇
城
市
と

八
代
郡
氷
川
町
で
最
大
震

度
７
を
観
測
し
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
で
は
、
ガ
ス
爆
発

と
い
う
惨
事
が
起
き
た
。

ネ
イ
ブ
ル
及
び
さ
わ
や
か

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
ど

ち
ら
も
空
調
設
備
に
は
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
使
用
さ

れ
て
い
る
。
安
全
性
に
問

題
が
な
い
か
心
配
だ
が
。

教
育
長　

改
め
て
協
議
を

し
、
双
方
の
協
会
に
提
案

し
て
本
当
に
必
要
な
も
の

を
整
備
し
て
い
く
。
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一
般
質
問

国
道
34
号
東
分
交
差
点
か
ら
西
側
の

４
車
線
化
実
現
の
取
り
組
み
は

町
長　
町
と
し
て
は
、東
分
交
差
点
か
ら
西
側

も
全
て
４
車
線
化
を
し
て
も
ら
い
た
い

江北町防災計画とその取り組みは

平成２５年に実施された大規模な防災訓練等も確認を
させていただき、積極的に取り組んでいきたい

町長

西に
し

原は
ら 

好よ
し

文ふ
み

議
員

議
員　
令
和
８
年
７
月
２８

日
の
午
後
４
時
２７
分
頃
、

熊
本
県
宇
城
市
と
八
代
郡

氷
川
町
で
最
大
震
度
７
を

観
測
す
る
地
震
が
あ
り
、

本
町
で
も
震
度
４
が
観
測

さ
れ
て
い
る
。
地
震
当
時

庁
舎
で
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
さ
れ
た
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

江
北
町

防
災
計
画
に
定
め
ら
れ
て

い
る
活
動
体
制
で
は
、
地

震
発
生
と
同
時
に
災
害
対

策
連
絡
室
の
初
動
体
制
を

自
動
設
置
と
し
て
い
る
。

地
震
の
揺
れ
が
収
ま
っ
て

か
ら
、
庁
舎
内
外
の
建
物

や
来
庁
者
等
の
被
害
状
況

を
確
認
、
そ
の
後
に
情
報

の
収
集
を
行
っ
た
後
１６
時

４５
分
に
第
１
回
江
北
町
災

害
対
策
連
絡
会
議
を
開
い

た
。

議
員　
本
町
も
佐
賀
平
野

北
緑
断
層
帯
の
上
部
に
位

置
し
震
度
７
が
い
つ
起
き

て
も
お
か
し
く
な
い
。
町

と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

総
務
政
策
課
長　

職
員
が

命
を
守
る
行
動
を
取
っ
て

参
集
で
き
る
の
か
、
避
難

訓
練
を
す
べ
き
と
思
う
。

議
員　
町
の
各
地
区
に
あ

る
防
災
組
織
へ
の
指
導
は
。

総
務
政
策
課
長　

町
内
の

３２
地
区
に
防
災
組
織
が
あ

る
。
情
報
収
集
や
伝
達
訓

練
な
ど
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
の
皆
さ
ん
が
主
体

と
な
り
、
実
際
に
地
区
内

を
歩
き
危
険
箇
所
や
避
難

経
路
な
ど
を
確
認
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

議
員　
平
成
２５
年
、
本
町

を
含
め
杵
藤
広
域
圏
に
お

い
て
国
、
県
を
巻
き
込
ん

で
の
大
規
模
な
防
災
訓
練

が
開
催
さ
れ
た
。
本
町
の

小
・
中
学
校
に
は
多
く
の

自
衛
隊
隊
員
や
消
防
、
警

察
と
消
防
団
員
等
が
参
加

さ
れ
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

　
あ
れ
か
ら
１０
年
以
上
経

つ
が
、
当
時
行
わ
れ
た
よ

う
な
訓
練
等
を
実
施
し
て

は
。

町
長　
い
い

こ
と
を
教
え

て
い
た
だ
い

た
。
前
回
の

訓
練
等
の
確

認
も
さ
せ
て

い
た
だ
き
、

ぜ
ひ
積
極
的

に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い

る
。

議
員　
現
在
、
我
が
町
を

横
断
す
る
国
道
３４
号
の
東

分
交
差
点
か
ら
西
側
に
は
、

高
架
の
２
車
線
で
あ
り
、

開
通
以
来
何
ら
変
化
が
な

い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
関
係
市
町
で
期
成
会

を
設
置
、
国
等
へ
要
望
活

動
等
も
行
っ
て
い
る
。
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
思
っ

て
い
る
の
か
。

町
長　
道
路
と
い
う
の
は

全
て
整
備
を
さ
れ
て
こ
そ

効
果
を
発
揮
す
る
。
町
と

し
て
は
東
分
交
差
点
よ
り

西
側
も
全
て
４
車
線
化
を

し
て
も
ら
い
た
い
の
が
町

の
基
本
的
な
考
え
。

議
員　
本
当
に
困
っ
て
い

る
の
は
何
処
な
の
か
を

言
っ
て
ぜ
ひ
前
向
き
な
協

議
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
。

町
長　
ぜ
ひ
早

期
の
４
車
線
化

を
一
致
団
結
し

て
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

防災訓練の様子

国道３４号バイパス東分交差点手前
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一
般
質
問

レジ袋を町指定のごみ袋として
使用できないか

上峰町のレジ袋兼用
のゴミ袋　一枚十円

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
・

温
水
プ
ー
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

今
後
の
取
り
扱
い
は

町
長　
解
体
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

筑
水
事
業
に
よ
る
町
道
、農
地
へ
の

弊
害
は
今
後
ど
う
す
る

町
長　
実
情
の
把
握
を
先
ず
し
て
い
き
た
い

つくっている役所にも話を聞かせていただき、
研究をしていきたいと思っている

町長

田た

中な
か 

宏ひ
ろ

之ゆ
き

議
員

２
年
に
エ
コ
バ
ッ
ク
を
全

世
帯
に
配
布
し
た
経
緯
も

あ
る
。
１
回
の
ゴ
ミ
出
し

量
の
少
な
い
単
身
世
帯
や

高
齢
者
世
帯
に
は
一
定
の

ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
の
で
作
成
は
今
後
研
究

し
て
い
き
た
い
。

議
員　
県
内
で
は
唐
津
市
、

鳥
栖
市
、
上
峰
町
で
レ
ジ

袋
兼
用
の
ゴ
ミ
袋
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
現
地
で
話

を
聞
く
と
特
に
高
齢
者
の

方
が
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ま
で
運
ぶ
の
が
楽
に
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
た
。
又
、

担
当
課
の
職
員
は
レ
ジ
袋

と
兼
用
す
る
事
で
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
削
減
と
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

を
目
指
す
取
り
組
み
で
も

あ
る
と
話
さ
れ
て
い
た
。

町
長　
現
在
の
ゴ
ミ
袋
を

バ
ラ
売
り
す
れ
ば
レ
ジ
袋

兼
用
に
な
ら
な
い
か
、
又
、

仮
に
作
る
と
な
れ
ば
レ
ジ

袋
以
上
の
料
金
を
い
た
だ

く
事
に
は
な
る
。

が
担
っ
て
い
る
。

議
員　
筑
水
の
幹
線
に
は

直
径
２
メ
ー
ト
ル
の
管
を

埋
設
し
て
白
石
町
等
に
水

を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
管

の
重
み
で
農
地
が
沈
み
均

平
を
損
な
い
営
農
に
支
障

を
来
し
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。
又
、
町
道
・
農
道
も

痛
ん
で
い
る
所
が
あ
る
。

　
工
事
が
始
ま
る
前
の
地

元
説
明
会
で
は
管
を
埋
設

す
る
事
で
営
農
に
支
障
が

あ
れ
ば
町
で
対
応
す
る
と

約
束
が
あ
っ
た
。
そ
の
事

に
町
は
ど
の
よ
う
に
対
処

す
る
の
か
。

町
長　
筑
水
事
業
工
事
期

間
に
一
定
の
対
策
は
行
っ

た
が
、
経
過
と
共
に
更
に

深
刻
化
し
て
い
る
よ
う
だ
。

も
う
一
度
実

情
の
把
握
を

先
ず
行
い
、

何
が
で
き
る

か
検
討
し
て

み
た
い
。

議
員　
現
在
、
我
が
町
で

は
ご
み
回
収
は
ゴ
ミ
の
種

類
ご
と
に
分
類
し
て
曜
日

を
決
め
回
収
し
て
い
る
。

　
現
在
、
可
燃
ご
み
は
大

３０
Ｌ
と
小
２０
Ｌ
の
２
種
類

の
袋
で
回
収
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　
特
小
で
１０
Ｌ
サ
イ
ズ
の

ゴ
ミ
袋
は
作
れ
な
い
か
、

そ
れ
も
レ
ジ
袋
兼
用
で
で

き
な
い
か
。
高
齢
者
世
帯

や
単
身
世
帯
で
は
、
特
に

夏
場
は
今
の
ゴ
ミ
袋
一
杯

に
な
る
ま
で
置
い
て
お
け

ば
異
臭
が
し
て
不
衛
生
に

な
る
。

町
民
生
活
課
長　

県
内
各

市
町
の
ゴ
ミ
袋
は
大
概
２

種
類
で
大
小
が
あ
る
。
た

だ
市
町
に
よ
り
サ
イ
ズ
は

ま
ち
ま
ち
。
そ
の
よ
う
な

中
、
特
小
サ
イ
ズ
を
４
市

町
が
作
成
し
て

い
て
こ
の
う
ち

３
市
町
が
レ
ジ

袋
兼
用
と
な
っ

て
い
る
レ
ジ
袋

に
関
し
て
は
我

が
町
で
は
令
和

　
つ
く
っ
て
い
る
役
所
に

も
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
研
究
を
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

議
員　
今
年
は
梅
雨
明
け

か
ら
雨
が
降
ら
ず
農
業
用

水
の
確
保
に
は
苦
労
さ
れ

た
と
思
う
。
し
か
し
、
筑

水
の
お
陰
、
何
と
か
水
不

足
も
乗
り
切
り
収
穫
の
秋

を
迎
え
る
事
が
で
き
た
。

　
そ
の
筑
水
の
点
検
や
維

持
管
理
は
ど
こ
が
行
っ
て

い
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
筑
水
に

は
白
石
導
水
路
と
山
脚
導

水
路
の
２
本
の
幹
線
と
分

水
工
ま
で
の
支
線
が
あ

る
。
幹
線
は
農
政
局
か
ら

市
町
を
通
し
て
白
石
土
地

改
良
区
に
お
願
い
し
て
い

る
。
又
、
分
水
工
及
び
支

線
は
江
北
町
連
絡
協
議
会

白石導水路と山脚導水路
の地図
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一
般
質
問

ファミリー・サポート・センター
事業の創設を求む

公的サービスと民間サービスを併用し対応して
いる

教育長

議
員　
町
職
員
を
対
象
と

し
た
避
難
所
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
状
況
は
。

総
務
政
策
課
長　

ス
フ
ィ

ア
基
準
を
踏
ま
え
、
防
災

備
蓄
品
の
整
備
を
行
い
、

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
を
行
う
。

議
員　
町
職
員
を
対
象
と

し
た
災
害
避
難
所
対
応
訓

練
の
状
況
は
。

総
務
政
策
課
長　

避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

後
速
や
か
に
、
避
難
所
運

営
訓
練
を
実
施
す
る
。

議
員　
自
主
防
災
、
地
区

防
災
の
現
状
と
取
組
状
況
。

総
務
政
策
課
長　

自
主
防

災
組
織
は
３２
組
織
、
地
区

防
災
マ
ッ
プ
は
全
３５
地
区

が
完
成
。
防
災
士
は
１８
地

区
に
２７
名
。
防
災
リ
ー

ダ
ー
講
習
会
を
受
講
さ
れ

た
方
は
８
地
区
に
１１
名
。

議
員　
猛
暑
対
策
と
し
て
、

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
及
び
扇

風
機
の
設
置
を
求
む
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
本
部
席
、

審
判
室
に
は
扇
風
機
を
設

置
し
て
お
り
、
ダ
ッ
グ
ア

ウ
ト
に
は
コ
ン
セ
ン
ト
が

な
い
た
め
充
電
式
の
ミ
ス

ト
フ
ァ
ン
を
考
え
た
い
。

議
員　
ベ
ン
チ
周
辺
ブ
ル

ペ
ン
の
環
境
改
善
、
シ
ャ

ワ
ー
室
の
新
設
、
ト
イ
レ

の
改
修
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
求
む
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
ダ
ッ
グ

ア
ウ
ト
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
劣
化
、
ベ
ン
チ
の
老
朽

化
等
安
全
性
に
問
題
が
あ

れ
ば
修
繕
、
ト
イ
レ
改
修

の
対
応
を
考
え
た
い
。

議
員　
働
き
な
が
ら
子
育

て
す
る
世
帯
、
周
囲
の
支

援
、
祖
父
母
の
支
援
を
得

ら
れ
な
い
ひ
と
り
親
家
庭

は
、
就
労
と
育
児
の
両
立

に
お
い
て
極
め
て
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

正
規
雇
用
の
維
持
を
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー

ス
や
、
放
課
後
の
児
童
の

安
全
な
帰
宅
経
路
が
確
保

で
き
な
い
深
刻
な
ケ
ー
ス

が
発
生
し
て
い
る
。
近
隣

市
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
が
本

町
に
は
存
在
し
な
い
。
事

業
創
設
、
ま
た
は
近
隣
市

町
と
の
広
域
連
携
を
求
む
。

教
育
長　

子
ど
も
の
一
時

預
か
り
や
送
迎
な
ど
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
は
公
的
サ
ー

ビ
ス
と
民
間
サ
ー
ビ
ス
を

併
用
し
対
応
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
立
ち
上
げ
る

必
要
も
、
広
域
連
携
も
、

必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
利
用
時

間
の
弾
力
的

運
用
と
連
絡

体
制
の
改
善

を
求
む
。

教
育
長　

電

話
連
絡
に
加

え
、
連
絡

フ
ォ
ー
ム
へ

の
入
力
に
よ

る
欠
席
連
絡

等
の
導
入
で

連
絡
手
段
は

増
え
る
予
定
。

こ
ど
も
教
育
課

長　
終
了
時

間
等
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

延
長
対
応
の
可
否
な
ど
は

協
議
を
し
て
い
く
。

議
員　
ひ
と
り
親
家
庭
に

対
す
る
総
合
的
な
伴
走
型

の
相
談
、
支
援
体
制
の
強

化
を
求
め
る
。

健
康
福
祉
課
長　

令
和
７

年
４
月
か
ら
ひ
と
り
親
家

庭
等
の
医
療
費
助
成
を
完

全
無
償
化
し
、
令
和
８
年

４
月
に
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
を
設
置
。
ひ
と
り
親

家
庭
を
含
む
子
ど
も
・
子

育
て
家
庭
の
相
談
窓
口
を

一
元
化
し
、
福
祉
、
保
健
、

教
育
等
の
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
ぐ
体
制
を
整
備

し
た
。包
括
的・継
続
的
支

援
が
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

再
度
問
う
！
防
災
力

ア
ッ
プ
、安
全・安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

総
務
政
策
課
長

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
改
訂
を
行
い
、避
難
所

運
営
訓
練
を
実
施
す
る

花
山
球
場
の
環
境

改
善
及
び
暑
さ
対

策
を
求
む

こ
ど
も
教
育
課
長

充
電
式
の
ミ
ス

ト
フ
ァ
ン
、ト
イ

レ
改
修
の
対
応

を
考
え
た
い

酒さ
か

井い 

明あ
き

子こ

議
員
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一
般
質
問

鳴江河畔公園のさらなる利活用
について！

川沿いの豊かな自然環境を生かしたレクレーションの
場目的に応じた多様なニーズがあると把握している

地域づくり課長

議
員　
住
民
の
皆
さ
ん
の

潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
町
と
し
て
具
体
的
に
調

査
し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
調
査
し

た
こ
と
は
な
い
が
、
随
時

改
善
を
し
て
公
園
の
利
活

用
に
努
め
て
い
る
。

議
員　
近
年
、
ペ
ッ
ト
同

伴
型
公
園
の
利
用
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。
鳴
江

河
畔
公
園
は
、
子
供
た
ち

が
遊
ぶ
場
所
と
、
ワ
ン

ち
ゃ
ん
を
散
歩
さ
れ
る
方

の
利
用
が
同
じ
公
園
内
に

あ
る
。
子
供
た
ち
と
犬
と

の
接
触
が
思
わ
ぬ
事
故
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
危
惧

し
て
い
る
。
ペ
ッ
ト
が
安

全
に
運
動
で
き
る
場
所
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

子
供
の
安
全
と
、
ペ
ッ
ト

と
の
共
生
が
、
公
園
環
境

の
改
善
で
も
あ
る
と
考
え

る
が
。

地
域
づ
く
り
課
長　
ペ
ッ
ト

同
伴
型
の
公
園
も
、
ま
た
、

ほ
か
の
こ
と
も
含
め
て
慎

重
に
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員　
町
内
に
は
、
１１
箇

所
も
の
町
の
指
定
避
難
所

が
あ
る
が
、
町
に
は
ペ
ッ

ト
同
伴
型
の
避
難
所
が
い

ま
だ
に
な
い
。
環
境
省
は

今
回
の
熊
本
地
震
で
も

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
へ
の
対

応
を
行
っ
て
い
た
。
ル
ー

ル
づ
く
り
な
ど
、
進
捗
状

況
を
聞
き
た
い
。

総
務
政
策
課
長　

現
在
、

具
体
的
に
ペ
ッ
ト
同
伴
避

難
の
在
り
方
を
示
す
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま

ず
は
、
同
行
避
難
が
で
き

る
よ
う
に
避
難
場
所
や

ル
ー
ル
な
ど
を
定
め
た
い
。

議
員　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
の
、
体
育
館
・
プ
ー

ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
３
箇
所
の
施
設
は
改

修
、
修
繕
に
は
約
８
億
６

千
万
円
、
解
体
す
る
場
合

１
億
４
千
万
円
の
費
用
が

か
か
る
の
で
は
な
い
か
と

試
算
さ
れ
、
町
と
し
て
は

解
体
を
考
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
災
害
が
多

い
昨
今
、
災
害
時
に
町
民

の
命
を
守
る
避
難
所
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
ど
れ
だ

け
避
難
の
選
択
肢
を
残
し

て
お
け
る
か
と
い
う
視
点

か
ら
、
現
在
あ
る
避
難
所

機
能
を
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
必
要
と
さ
れ
る
避
難
機

能
へ
と
展
開
す
る
考
え
方

が
あ
っ
て
い
い
と
思
う
が
。

町
長　
廃
止
の
時
期
に
つ

い
て
は
、
指
定
管
理
の
関

係
と
、
老
人
会
か
ら
継
続

の
要
望
も
あ
り
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
は
令
和
１１
年
ま

で
。
そ
れ
以
外
の
体
育

館
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
プ
ー
ル
は
９
年
度
末

ま
で
残
す
。

議
員　

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
は
町
の
指
定
避
難

所
と
し
て
の
機
能
が
あ
る
。

各
種
団
体
の
年
間
施
設
利

も
あ
る
。
取
り
壊
し
の
場

合
、
既
存
の
施
設
で
対
応

で
き
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
既
存
の

施
設
で
十
分
受
け
入
れ
は

可
能
。
町
民
優
先
の
利
用

を
第
一
に
考
え
て
い
く
。

議
員　
こ
れ
か
ら
の
町
の

テ
ー
マ
で
も
あ
る
公
園
の

利
活
用
。
鳴
江
河
畔
公
園

の
利
用
状
況
、
ま
た
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を

町
は
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
年
平
均

１５
件
の
使
用
許
可
申
請
が

あ
る
。
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
保
育
園
の
遠
足

の
場
と
し
て
幅
広
く
親
し

ま
れ
て
い
る
。
川
沿
い
の

自
然
環
境
を
生
か
し
た
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
応

じ
た
多
様
な
ニ
ー
ズ
が
あ

る
と
い
う
ふ
う
に
把
握
し

て
い
る
。

古こ

賀が 

里さ
と

美み

議
員

自然環境をいかした鳴江河畔公園

ペットも一緒に避難所へ

B&Gトレーニングセンター

ペ
ッ
ト
同
伴
型
避
難
所
の
必
要
性
は

総
務
政
策
課
長　
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
の
在
り

方
を
示
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
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一
般
質
問

不
法
投
棄
対
策

強
化
は

町
民
生
活
課
長　

警
察
も
パ
ト
ロ
ー

ル
を
強
化

相続人のいない土地の管理は
田た

村む
ら 

康や
す
し

議
員

一つ一つ確認した上で具体的な検討をさせていただく町長

議
員　
相
続
人
が
い
な
い

土
地
に
立
っ
て
い
る
大
木

の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
大

木
が
あ
る
土
地
は
町
の
方

で
色
々
と
調
べ
た
が
、
相

続
人
の
方
は
全
て
亡
く
な

ら
れ
て
お
り
、
相
続
人
不

在
の
状
態
と
い
う
と
こ
ろ

ま
で
分
か
っ
た
。
所
有
者

が
分
か
ら
な
い
土
地
や
建

物
等
に
よ
り
迷
惑
が
か

か
っ
て
い
る
物
件
は
、
市

長
村
長
が
裁
判
所
に
所
有

者
不
明
土
地
管
理
人
を
選

ん
で
も
ら
う
よ
う
要
請
が

で
き
る
制
度
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
市
長

村
長
か
ら
裁
判
所
に
対
し

て
所
有
者
不
明
土
地
管
理

人
の
選
任
を
要
請
で
き
る

の
か
説
明
を
。

地
域
づ
く
り
課
長　
利
用
で

き
る
要
件
は
、
所
有
者
不

明
で
、
住
民
票
や
登
記
を

調
査
し
て
も
所
有
者
や
所

有
者
の
所
在
が
分
か
ら
な

い
場
合
と
、
崖
崩
れ
の
危

険
や
樹
木
が
茂
っ
て
近
隣

に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
売

却
や
開
発
を
行
い
た
い
が

手
を
出
せ
な
い
理
由
が
あ

る
場
合
に
利
用
が
で
き
ま

す
。

議
員　
制
度
を
活
用
し
た

事
例
は
あ
る
の
か
。
あ
れ

ば
そ
の
内
容
を
。

地
域
づ
く
り
課
長　
兵
庫
県

神
戸
市
は
、
空
き
家
や
空

き
地
に
詳
し
い
専
門
家
、

弁
護
士
、
市
役
所
の
担
当

が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
所
有

者
不
明
の
解
消
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

議
員　
町
は
こ
の
制
度
を

活
用
し
て
大
木
の
対
応
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

町
長　
色
々
な
案
件
が
あ

る
た
め
、
一
つ
一
つ
確
認

し
た
上
で
、
具
体
的
な
検

討
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。

議
員　
町
で
対
応
が
難
し

い
問
題
は
、
自
分
た
ち
で

何
と
か
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
屋
根
に
覆
い
被

さ
っ
て
い
る
枝
だ
け
で
も

切
る
と
き
に
法
的
な
問
題

が
発
生
し
な
い
の
か
、
何

か
よ
い
手
段
が
な
い
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
民
法
第

２
３
３
条
に
自
主
伐
採
の

規
定
が
あ
る
。
行
政
や
裁

判
所
に
事
前
の
許
可
を
得

る
必
要
は
な
い
。
後
々
の

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
、

所
有
者
を
探
し
た
調
査
の

記
録
や
切
る
前
の
現
地
写

真
を
必
ず
証
拠
と
し
て
残

す
よ
う
な
証

拠
書
類
の
管

理
は
必
要
に

な
る
。
町
と

し
て
も
、
で

き
る
限
り
の

サ
ポ
ー
ト
を

さ
せ
て
い
た

だ
く
。

議
員　
令
和
７
年
３
月
議

会
で
「
警
察
と
連
携
し
パ

ト
ロ
ー
ル
を
一
層
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
さ

れ
た
が
、
そ
の
後
、
パ
ト

ロ
ー
ル
は
強
化
さ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
廃
棄
物
監
視

員
以
外
の
監
視
員
は
検
討

さ
れ
た
の
か
。

町
民
生
活
課
長　

職
員
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
令
和

６
年
度
は
月
１
回
、
令
和

７
年
度
は
月
２
回
、
今
年

度
は
月
４
回
に
増
や
し
て

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

警
察
で
も
不
法
投
棄
が

あ
っ
た
場
所
周
辺
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
強
化
し
実
施
さ

れ
て
い
る
。

　
廃
棄
物
監
視
員
以
外
の

監
視
員
は
、
県
内
の
廃
棄

物
監
視
員
以
外
の
監
視
員

を
設
置
さ
れ
て
い
る
市
町

の
把
握
と
監
視
員
が
不
法

投
棄
を
見
つ
け
た
場
合
の

対
応
や
回
収
方
法
の
情
報

収
集
を
行
っ
て
い
る
が
、

成
果
を
出
す
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

議
員　
不
法
投
棄
対
策
で

監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
カ
メ
ラ
の
状

態
や
映
像
は
定
期
的
に
確

認
し
て
い
る
か
。
ま
た
山

口
新
堤
の
カ
メ
ラ
の
向
き

は
大
丈
夫
か
。

町
民
生
活
課
長　

監
視
カ

メ
ラ
の
状
態
と
映
像
は
２

週
間
に
１
回
程
度
、
職
員

が
確
認
し
て
い
る
。

　
新
堤
の
カ
メ
ラ
は
向
き

が
ず
れ
て
い
た
た
め
、
固

定
方
法
を
変
更
し
た
。

屋根に覆いかぶさっている大木

不
法
放
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
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一
般
質
問

年
末
・
年
始
に
向
け

た
物
価
高
騰
対
策
は

町
長　
元
気
ク
ー

ポ
ン
券
の
方
が
江

北
町
ら
し
い

江え

頭が
し
ら 

義よ
し

彦ひ
こ

議
員

水難事故から命を守るために

の
実
技
を
体
験
さ
せ
る
必

要
は
な
い
の
か
。

教
育
長　

小
学
校
は
各
学

年
３
学
級
、
計
１８
学
級
あ

り
、
授
業
の
時
間
で
の

プ
ー
ル
利
用
は
埋
ま
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
町
外

の
プ
ー
ル
も
、
中
学
校
の

２
学
年
、
３
学
年
全
て
を

受
け
入
れ
る
こ
と
は
難
し

い
と
回
答
を
得
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　
今
回
６
年
生
で
実

施
さ
れ
た
着
衣
水
泳
を
他

学
年
や
中
学
生
に
体
験
さ

せ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

小
学
校
で
今
年

６
年
生
が
赤
十
字
社
の
支

援
を
受
け
て
着
衣
水
泳
を

実
施
し
た
。
ま
た
、
小
学

校
２
年
生
か
ら
５
年
生
ま

で
、
安
全
性
に
十
分
配
慮

し
な
が
ら
、
合
同
も
し
く

は
単
一
学
級
で
今
年
度
着

衣
水
泳
を
実
施
し
た
。

 

中
学
生
も
座
学
の
中
で

事
故
防
止
に
関
す
る
心
得

の
一
つ
と
し
て
再
度
指
導

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

釣
り
に
行
っ
た
り
川
の
そ

ば
に
行
っ
た
り
す
る
と
き

は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

の
着
用
な
ど
安
全
面
に
つ

い
て
命
を
守
る
行
動
を
指

導
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
今
年
取
り
組
ま
れ

た
省
エ
ネ
エ
ア
コ
ン
の
事

業
の
申
請
期
間
は
ど
の
よ

う
に
広
報
さ
れ
て
い
た
の

か
。

町
長　
当
初
は
１
月
末
ま

で
に
設
定
し
て
い
た
が
、

大
変
反
響
も
大
き
く
て
、

８
月
３
日
購
入
時
点
ま
で

の
受
付
と
い
う
こ
と
に
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。

議
員　
申
請
の
状
況
は
ど

う
だ
っ
た
か
。
ま
た
、
申

請
で
き
な
か
っ
た
方
は
ど

の
程
度
な
の
か
。

町
長　
今
回
３
５
３
件
の

申
請
を
い
た
だ
い
た
。
町

の
お
よ
そ
１０
分
の
１
の
世

帯
に
は
エ
ア
コ
ン
の
更
新
、

ま
た
設
置
へ
の
支
援
が
で

き
た
と
思
う
。

議
員　
来
春
も
補
助
率
を

下
げ
て
で
も
、
エ
ア
コ
ン

の
購
入
補
助
が
で
き
な
い

の
か
。

町
長　
適
切
な
時
期
に
適

切
な
支
援
を
今
ま
で
も

や
っ
て
き
た
し
、
も
う
既

に
国
の
交
付
金
は
尽
い
て

い
る
。
け
れ
ど
も
、
予
算

が
要
る
、
要
ら
な
い
に
か

か
わ
ら
ず
、
物
価
高
騰
対

策
を
や
っ
て
い
く
。

　
優
先
す
べ
き
い
ろ
い
ろ

な
対
策
の
事
業
が
あ
る
の

で
、
来
年
度
も
エ
ア
コ
ン

の
補
助
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
と
今
の
時
点
の

感
触
は
持
っ
て
い
る
。

議
員　
令
和
２
年
に
実
施

さ
れ
た
『
江
北
町
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
』
の
販
売

は
で
き
な
い
の
か
。

町
長　
今
回
の
エ
ア
コ
ン

の
補
助
と
か
い
ろ
い
ろ
な

補
助
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
や
る
の
で
あ
れ
ば
、

私
は
元
気
ク
ー
ポ
ン
券
事

業
の
方
が
い
い
と
思
っ
て

い
る
。

議
員　
現
在
、
小
・
中
学

校
で
は
、
水
泳
の
授
業
は

各
学
年
、
何
時
間
程
度
実

施
し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

今
年
は
、
小
学

校
の
１
年
生
は
９
時
間
、

２
年
生
は
１０
時
間
、
３
年

生
は
１２
時
間
、
４
年
生
は

１１
時
間
、
５
年
生
は
１０
時

間
、
６
年
生
は
９
時
間
実

施
し
た
。
中
学
校
で
は
水

泳
の
実
技
は
実
施
し
て
い

な
い
。

議
員　
実
施
さ
れ
て
い
な

い
理
由
は
。
必
要
性
は
感

じ
て
い
な
い
の
か
。　

教
育
長　

中
学
校
に
は

プ
ー
ル
施
設
が
な
く
、
こ

れ
ま
で
も
水
泳
の
実
技
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
事

故
防
止
は
、
心
肺
蘇
生
法

な
ど
の
応
急
手
当
と
合
わ

せ
、
各
学
年
１０
時
間
程
度
、

座
学
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
次
の
グ
ラ
フ
の
よ

う
に
溺
水
事
故
は
７
歳
と

１４
歳
に
多
く
発
生
し
て
い

る
現
状
が
あ
る
た
め
、
町

内
の
施
設
や
近
隣
の
プ
ー

ル
を
借
用
し
て
で
も
水
泳

「子どもの溺水事故の年齢別発生状況」

命を守る行動がとれるように
しっかり指導していく

教育長

厚生労働省より

６年生で実施された着衣水泳

11 令和８年９月 定例会



一
般
質
問

中学校校門に横断中の小旗設置
要望の真意

議
員　
平
成
３１
年
３
月
議

会
に
お
い
て
小
・
中
学
校

校
門
前
が
危
険
な
状
況
に

有
る
と
し
、
横
断
歩
道
の

安
全
対
策
を
提
案
。
行
政

は
凹
凸
ハ
ン
プ
等
検
討
さ

れ
た
が
実
施
に
至
ら
な

か
っ
た
。

　
令
和
４
年
１１
月
１９
日
実

証
実
験
と
し
、
ス
ム
ー
ズ

横
断
歩
道
を
小
学
校
の
横

断
歩
道
に
設
置
さ
れ
た
。

ス
ム
ー
ズ
横
断
歩
道
は
、

小
・
中
学
校
前
道
路
は
非

常
に
危
険
な
状
態
で
あ
る

と
し
て
実
験
に
当
た
ら
れ
、

効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
残

さ
れ
る
。
中
学
校
前
も
危

険
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
、

な
ぜ
対
応
さ
れ
な
い
の
か
。

教
育
長　

中
学
校
前
は
設

置
に
い
た
っ
て
い
な
い
。

具
体
的
に
は
３
つ
の
課
題
。

①
車
両
の
安
全
確
保
、
タ

イ
ヤ
が
滑
っ
て
安
定
を
損

な
う
。

②
自
転
車
通
学
が
多
く
、

雨
天
の
場
合
ス
リ
ッ
プ
事

故
の
危
険
性
。
③
近
隣
住

民
へ
の
騒
音
対
策
。
が
理

由
。
小
学
校
前
は
こ
れ
ら

が
ク
リ
ア
さ
れ
た
た
め
設

置
。

　
通
学
道
路
の
安
全
対
策

は
非
常
に
重
要
。
子
ど
も

た
ち
の
命
を
守
る
意
識
を

共
有
す
る
と
と
も
に
、
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

研
究
し
て
い
く
。

議
員　
内
水
解
析
に
よ
る

内
水
被
害
の
軽
減
効
果
を

把
握
す
る
内
水
対
策
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ

な
が
ら
実
施
さ
れ
な
い
。

何
を
根
拠
に
変
更
さ
れ
た

の
か
。

町
長　
当
初
や
る
よ
う
に

し
て
い
た
が
、
内
水
解
析

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
な

げ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
、

現
時
点
で
は
難
し
い
。
今

回
、
内
水
解
析
を
急
ぐ
の

で
な
く
、
事
前
落
水
そ
の

も
の
の
仕
組
み
を
高
め
て

い
く
方
が
大
事
と
判
断
。

議
員　
連
絡
会
に
ル
ー
ル

と
手
順
に
理
解
を
得
た
と

回
答
さ
れ
な
が
ら
、
体
制

整
備
を
延
長
さ
れ
た
の
か
。

町
長　
事
前
落
水
の
体
制

に
つ
い
て
は
、
簡
単
に
決

め
ら
れ
な
い
こ
と
を
実
感

し
て
い
る
。
何
年
か
実
績

を
重
ね
た
う
え
で
、
こ
う

い
う
ル
ー
ル
に
な
る
よ
ね

と
い
う
こ
と
で
、
毎
回
見

直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
計
画
を
延
長
し
て
い

る
。

議
員　
事
前
落
水
で
内
水

被
害
の
軽
減
効
果
を
把
握

議
員　
①
臨
鉱
法
上
の
位

置
付
け
は
。
②
江
北
町
重

要
施
設
等
連
絡
会
で
の
位

置
付
け
は
。
③
今
回
の
計

画
は
住
家
と
な
っ
て
お
り

新
た
な
事
業
で
は
。
④
令

和
３
年
１２
月
議
会
で
の
回

答
に
基
づ
い
た
対
応
で
進

め
ら
れ
な
い
の
か
。
⑤
平

成
１0
年
３
月
で
鉱
害
復
旧

が
全
て
完
了
し
終
了
宣
言

が
出
さ
れ
て
い
る
。

新
た
な
事
業
で
対
応
す
べ

き
で
は
。

町
長　
完
了
宣
言
し
た
の

だ
か
ら
、
そ
れ
か
ら
先
は

他
の
も
の
で
す
る
必
要
が

あ
る
と
聞
こ
え
る
が
、
町

の
安
心
・
安
全
を
預
か
る

者
と
し
て
は
宣
言
し
た
と

し
て
も
、
皆
様
を
守
る
と

い
う
責
務
と
い
う
の
は
何

も
変
わ
ら
な
い
、
こ
れ
か

ら
も
続
く
。

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

臨
鉱
ポ

ン
プ
の
稼
働
時
間
が
、
令

和
４
年
度
以
降
に
大
き
く

減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
浸
水
被
害
の
軽

減
効
果
は
図
ら
れ
て
い
る
。

町
長　
事
前
に
流
せ
る
時

に
あ
ら
か
じ
め
流
せ
る
分

は
、
流
し
て
お
い
て
、
調

整
機
能
を
確
保
す
る
と
い

う
こ
と
が
本
質
と
思
う
。

三み

苫と
ま 

紀き

美み

子こ

議
員

子どもたちの命を守る意識を共有するととも
に、何かできることはないか研究していく

教育長

事
前
落
水
に
つ
い
て

町
長　
事
前
落
水

そ
の
も
の
の
仕
組

み
を
高
め
て
い
く

と
い
う
こ
と
の
ほ

う
が
大
事
と
判
断

スムーズ横断歩道

中学校校門前の横断歩道

臨
鉱
ポ
ン
プ
に
つ
い
て

町
長　
町
に
あ
る
も
の
、こ
れ
を
活
か
し
て

町
の
安
全・安
心
を
守
る

12令和８年９月 定例会



特
別
委
員
会

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

総

務

文

教

常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

町
内
視
察

問　
保
護
者
か
ら
の
苦
情

や
相
談
、
事
故
や
重
大
な

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
ど

ち
ら
が
主
と
し
て
責
任
を

持
つ
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
子
育
て
支
援
係
長

　
今
の
認
可
保
育
所
に
関

し
て
も
、
事
故
等
の
報
告

等
は
町
が
関
与
し
て
い
る
。

公
私
連
携
に
な
る
、
な
ら

な
い
に
か
か
わ
ら
ず
町
の

ほ
う
が
必
ず
関
与
す
る
形

に
な
る
。

問　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
番
組
の

費
用
約
２８
万
円
の
金
額
で

実
施
可
能
な
の
か
。

総
務
政
策
課
長
代
理　

町

と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
費
用
を
分

担
す
る
。
看
板
製
作
等

は
町
で
、
出
演
者
の
接

待
等
に
係
る
経
費
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
。

問　
庁
舎
東
側
の
駐
車

場
整
備
事
業
の
概
要
は
。

総
務
政
策
課
長
代
理　

駐

車
場
の
区
画
は
、
平
時

は
職
員
駐
車
場
と
し
て

の
機
能
を
持
ち
な
が
ら
、

有
事
の
際
は
自
衛
隊
車

両
な
ど
の
利
用
を
想
定

会
で
協
議
を
し
て
い
る
が
、

職
員
の
派
遣
を
継
続
で
き

な
い
場
合
等
は
、
規
定
に

よ
り
復
帰
さ
せ
る
こ
と
と

な
る
。

問　
今
後
、
幼
児
教
育
セ

ン
タ
ー
を
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
す
る
な
ら
、
派

遣
さ
れ
る
職
員
の
給
与
は

ど
ち
ら
が
支
給
す
る
か
と

い
う
取
り
決
め
は
で
き
て

い
る
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

現
在
、

こ
ど
も
教
育
課
と
社
会
福

祉
協
議
会
で
協
議
を
し
て

い
る
。

問　
公
益
的
法
人
等
へ
の

職
員
派
遣
に
関
す
る
条
例

で
、
地
方
公
務
員
の
派
遣

中
は
給
与
を
支
給
し
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。

総
務
政
策
課
長　

法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
原
則
と

し
て
派
遣
職
員
に
は
、
派

遣
期
間
中
の
給
与
は
支
給

し
な
い
が
、
派
遣
先
と
の

取
り
決
め
に
よ
る
場
合
は
、

給
与
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
条
例
に
規
定

し
て
い
る
。

問　
派
遣
期
間
が
３
年
間

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
派

遣
職
員
が
申
し
立
て
を
し

て
き
た
場
合
に
、
３
年
間

全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
。
そ
れ
と
も
１
年

単
位
で
の
見
直
し
を
か
け
、

町
に
戻
る
こ
と
が
可
能
な

の
か
。

総
務
政
策
課
長　

町
と
派

遣
先
で
協
定
書
に
よ
る
取

り
決
め
を
行
う
。
こ
ど
も

教
育
課
と
社
会
福
祉
協
議

し
て
い
る
。
ま
た
、
近
隣

住
民
の
意
見
も
聞
い
た
上

で
地
元
に
も
配
慮
し
た
区

画
設
定
を
行
っ
た
。

◆
期
日　
９
月
１４
日

　
今
回
は
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
の
視
察
を
お
こ
な
っ

た
。

◆
令
和
９
年
４
月
か
ら
公

私
連
携
を
開
始
す
る
予
定

の
「
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー

（
仮
名
称
）」

　
江
北
町
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
の
廃
止
に
伴
い
、「
公

な
っ
た
場
合
、
人
財
確
保

は
大
丈
夫
な
の
か
。
理
事

に
園
の
内
容
が
分
か
る
の

か
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ

れ
た
。

　
最
後
に
、
町
と
社
会
福

祉
協
議
会
及
び
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
と
の
意
見
交
換

会
を
早
く
行
っ
て
も
ら
い

た
い
と
言
う
意
見
が
出
さ

れ
た
。

⃝
�

公
益
的
法
人
等
へ
の
江

北
町
職
員
の
派
遣
に
関

す
る
条
例

⃝
�

江
北
町
認
可
地
縁
団
体

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

⃝
�

江
北
町
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
の
施
設
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

�

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

私
連
携
型
」
の
運
営
手
法

の
導
入
に
よ
り
、「
社
会

福
祉
協
議
会
」
が
運
営
法

人
に
決
定
さ
れ
た
。

　
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
状

態
と
、
園
長
に
よ
る
園
の

状
況
等
を
聞
い
た
。

　
保
育
士
は
現
在
会
計
年

度
任
用
職
員
で
あ
る
が
、

社
会
福
祉
協
議
会
経
営
と

問　
認
可
地
縁
団
の

説
明
を
。

総
務
政
策
課
長　

こ

れ
ま
で
自
治
会
・
町

内
会
等
は
、
法
人
格

が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
た
め
、
土
地
や
建

物
を
所
有
し
て
い
て

も
団
体
名
で
登
記
す

る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
令
和
３
年

に
地
方
自
治
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
一
定
の

手
続
き
に
よ
り
自
治
会
等

が
法
人
格
を
取
得
し
、
団

体
名
で
の
不
動
産
登
記
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

公私連携となる江北町幼児教育センター

庁舎東側の避難路及び駐車場整備

条

例

改

正

13 令和８年９月 定例会



特
別
委
員
会

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

な
い
。
町
単
独
で
、
災
害

復
旧
と
い
う
こ
と
で
、
４０

万
円
を
超
え
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
施
工
し
て
い
き

た
い
。

問　
大
雨
災
害
だ
が
、
自

己
負
担
が
あ
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長
代
理　

自

己
負
担
は
必
ず
付
く
。
事

業
費
の
３
分
の
１
。

問　
農
道
西
分
号
線
護
岸

改
修
、
補
正
額
が
１
千
万

問　
小
児
時
間
外
診
療
に

つ
い
て
、
利
用
で
き
る
医

療
機
関
は
ど
こ
か
。

健
康
福
祉
課
長　
杵
島
地
区

医
師
会
と
、
鹿
島
・
藤
津

地
区
医
師
会
に
業
務
を
委

託
し
て
体
制
を
整
え
て
い

る
。

問　
農
地
災
害
復
旧
費
、

工
事
請
負
費
２
箇
所
、
い

ず
れ
も
３９
万
９
千
円
と

な
っ
て
い
る
。
４０
万
円
内

で
あ
れ
ば
、
町
の
単
独
事

業
で
災
害
復
旧
す
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
実
際
工
事

し
て
、
４０
万
円
を
超
え
れ

ば
ど
う
な
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長
代
理　

予

算
を
４０
万
円
以
内
と
し
て

計
上
し
て
い
る
。
本
来

だ
っ
た
ら
、
災
害
復
旧
と

い
う
こ
と
で
国
庫
事
業
等

も
想
定
で
き
る
と
こ
ろ
だ

が
、
一
つ
は
、
両
数
千
万

円
と
な
る
。
両
方
と
も
今

耕
作
さ
れ
て
い
な
い
と
こ

ろ
で
、
国
庫
に
の
せ
ら
れ

円
。
設
計
が
終
わ
っ
て
事

業
費
が
出
て
い
る
と
思
う

が
、
ち
ょ
う
ど
１
千
万
円

か
。

地
域
づ
く
り
課
長
代
理　

１

千
万
円
で
あ
る
。

問　
矢
板
を
本
格
的
に
し

た
場
合
予
算
は
ど
れ
く
ら

い
か
か
る
の
か
。
ま
た
、

簡
易
矢
板
と
は
ど
ん
な
も

の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長
代
理　

多

分
、
仮
設
だ
け
で
数
千
万

円
。
簡
易
矢
板
で
、
下
の

ほ
う
の
家
が
崩
れ
な
い
よ

う
に
矢
板
を
当
て
な
が
ら

と
い
う
こ
と
は
、
現
場
の

中
で
想
定
し
て
い
る
。

問　
こ
こ
の
道
路
は
、
何

ト
ン
車
ま
で
通
れ
る
の
か
。

大
き
な
車
が
何
台
で
も

通
っ
た
の
で
ひ
び
割
れ
が

生
じ
た
と
聞
い
て
い
る
。

地
域
づ
く
り
課
長　
こ
の
先

曲
が
れ
な
い
の
で
、
制
限

は
、
お
の
ず
と
２
ト
ン
車
、

４
ト
ン
車
ま
で
し
か
入
れ

な
い
。

問　
東
古
川
排
水
施
設
屋

上
防
水
工
事
。
当
然
、
天

井
と
か
の
工
事
は
す
る
必

要
が
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ

の
破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
、
一
部
だ
け
す
る
の
か
。

地
域
づ
く
り
課
長　
令
和
３

年
に
一
部
改
修
し
て
い
た
。

今
回
も
破
損
し
た
と
こ
ろ

を
、
一
部
施
工
す
る
。

　
こ
の
農
道
に
は
、
国
道

２
０
７
号
に
隣
接
し
た
電

柱
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
架

線
が
集
中
し
て
お
り
、
施

工
中
は
、
こ
の
主
要
な
電

柱
の
保
護
に
は
注
意
を
し

な
が
ら
、
九
電
と
も
綿
密

な
協
議
を
も
っ
て
す
す
め

て
も
ら
い
た
い
。
農
道
改

修
の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、

業
者
と
綿
密
な
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
関
係
者
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
万

全
の
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
議
案
、
及
び
関
連
し
た

議
件
に
つ
い
て
、
１４
日
午

前
９
時
３０
分
か
ら
、
次
の

５
箇
所
を
現
地
視
察
を
お

こ
な
っ
た
。
ま
ず
、
最
初

に
古
川
排
水
機
場
を
視
察

し
修
理
箇
所
を
確
認
。

　
次
の
農
道
西
分
５
号
線

の
水
路
護
岸
改
修
箇
所
に

つ
い
て
は
、
前
回
、
６
月

に
議
員
全
員
で
視
察
し
た

時
よ
り
も
農
道
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
の
亀
裂
が
広

が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

た
。

産

業

厚

生

常
任
委
員
会

西分農道崩落現場

農地災害（花祭・観音下区）

東古川排水施設雨漏り箇所

総
務
常
任
委
員
会
　

町
内
視
察

産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

町
内
視
察
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特
別
委
員
会

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

集
水
井
の
大
き
さ
は
、
深

さ
７
ｍ
、
直
径
３
・
５
ｍ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
地
滑
り
防
止
の
杭
は

合
計
９８
本
打
ち
込
む
と
の

説
明
を
受
け
、
安
心
・
安

全
な
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

　
最
後
に
、
花
祭
地
区
の

地
滑
り
箇
所
の
現
在
の
施

工
状
況
を
視
察
し
た
。

　
集
水
井
・
横
ボ
ー
リ
ン

グ
施
工
の
状
況
を
つ
ぶ
さ

に
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
次
に
、
町
道
畑
川
～
電

車
道
線
を
視
察
、
工
事
の

場
所
を
確
認
し
た
。

　
そ
の
後
、
が
け
崩
れ
が

発
生
し
て
い
る
、
門
前
地

区
の
町
道
安
坂
線
を
視
察

し
た
。

　
こ
こ
は
令
和
８
年
３
月

議
会
の
時
か
ら
、
毎
議
会

ご
と
に
現
地
確
認
を
し
て

お
り
、
現
在
コ
ン
ク
リ
ー

ト
施
工
は
完
了
し
、
水
抜

き
の
箇
所
も
確
認
、
さ
ら

に
ワ
イ
ヤ
ー
を
縦
横
に
取

り
付
け
る
準
備
が
さ
れ
て

お
り
、
今
週
中
に
完
了
す

る
と
の
、
業
者
か
ら
の
説

明
を
受
け
た
。

　
今
議
会
の
初
日
、
令
和

８
年
９
月
４
日
、
牟
田
教

育
長
は
「
義
務
教
育
学
校

に
向
け
た
方
針
に
つ
い

て
」
所
信
表
明
を
さ
れ
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
議
会

６
日
目
の
９
月
９
日
午
後

１
時
３０
分
か
ら
、
町
３
役

と
関
係
各
課
の
出
席
を
求

め
、
議
場
に
お
い
て
義
務

教
育
に
関
す
る
特
別
委
員

会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、

中
学
校
の
２
年
生
の
生
徒

た
ち
が
傍
聴
、
新
鮮
な
気

持
ち
で
開
催
で
き
た
。

　
義
務
教
育
学
校
は
、
全

国
で
２
６
１
校
設
置
さ
れ

て
い
る
が
、
９
割
以
上
が

少
子
化
に
よ
る
学
校
統
廃

合
と
併
せ
て
整
備
さ
れ
た

施
設
一
体
型
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
江
北
小
・
中

学
校
の
規
模
で
施
設
一
体

型
の
校
舎
を
整
備
す
る
に

は
４１
教
室
以
上
が
必
要
と

な
り
、
中
学
校
敷
地
内
に

整
備
す
る
こ
と
は
現
実
的

務
教
育
学
校
開
設
に
向
け

た
特
別
委
員
会
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
必
要
が

無
く
な
っ
た
と
判
断
し
、

本
日
を
も
っ
て
、
解
散
す

る
こ
と
に
決
し
た
。

　
議
長
が
町
議
会
を
代
表

し
、
対
外
活
動
等
の
た
め

に
支
出
し
た
交
際
費
を
公

表
し
ま
す
。

⃝

交
際
費
支
出
状
況
⃝

（
令
和
８
年
７
月
～

�

９
月
支
出
）

門前安坂線工事現場

集水井・横ボーリング施工

花
祭
杭
打
ち
現
場

で
は
な
く
、
ま
た
、
隣
接

型
や
分
離
型
に
つ
い
て
も
、

移
動
負
担
や
空
き
教
室
の

確
保
、
教
員
配
置
に
課
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校

規
模
が
大
き
い
場
合
は
制

度
の
み
を
導
入
し
て
も
メ

リ
ッ
ト
が
薄
い
と
い
う
こ

と
を
確
認
さ
れ
て
お
り
、

以
上
の
様
な
こ
と
か
ら
、

現
段
階
で
義
務
教
育
学
校

へ
移
行
す
る
の
は
適
当
で

な
い
と
、
結
論
付
け
ら
れ

た
。

　
審
議
の
後
半
は
、
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
大
規
模

改
修
を
し
た
場
合
、
国
か

ら
の
交
付
金
や
補
助
金
に

つ
い
て
の
説
明
が
担
当
課

長
か
ら
あ
っ
た
。
町
長
か

ら
は
現
在
、
全
国
公
立
学

校
施
設
整
備
促
進
協
議
会

の
会
長
を
し
て
い
る
の
で
、

文
科
省
の
制
度
も
活
用
も

し
た
い
と
発
言
さ
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
特
別
委

員
会
の
設
置
目
的
は
、
義

義
務
教
育
に
関
す
る
特
別
委
員
会

議
長
交
際
費
の
公
表

項目 件数 支出額

会費 ０ 0

弔意費 １ 5,0０0

その他 ３ 15,0０0

合計 ４ 20,0０0
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町のシンボル御岳山を借景に、町の縮図が広がる「みんな
の公園」。普段はのびのびと過ごせる憩いの場。実はいざ
という時の「命を守る」頼もしい防災公園としての顔を
持っています。家族や地域のみんなで一緒に防災を学び、
備える大切な一日「知る・備える」ことを楽しみながら改
めて見つめ直す機会にしていきたいですね。

防災
みんなの公園

みんなで学ぼう！

防災イベント

家族や地域で

一緒に学び、

備える1日！

みんなの公園では年２回開催されています

防災キャンプ

防災士中田さんの
講和

防災コンロでご飯炊き

マンホールトイレ
の展示

応急処置
担架づくり
防災グッズ

もしもの時に
あわてないために

を身につけ、一緒に備える！
「命を守る力」

　
１１
月
は
地
域
で
様
々
な

催
し
や
、
学
び
の
場
、
自

然
と
触
れ
合
う
活
動
が
活

発
に
な
る
季
節
で
す
ね
。

今
号
の
編
集
作
業
を
進
め

る
中
で
、
改
め
て
多
く
の

方
々
の
温
か
い
ご
意
見
や
、

地
域
を
思
う
真
摯
な
姿
勢

に
触
れ
る
機
会
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
紙
面
を
通
し

て
そ
の
熱
量
が
少
し
で
も

皆
様
に
伝
わ
れ
ば
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ

り
目
は
体
調
を
崩
し
や
す

い
時
期
で
す
。
ど
う
か
ご

無
理
の
な
い
よ
う
、
温
か

く
し
て
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

�

（
酒
井
）

編

集

後

記

委
員
長�

池
田　
和
幸

副
委
員
長�

土
渕　
茂
勝

�

田
村　
　
康

�

古
賀　
里
美

�

酒
井　
明
子

議
会
広
報
委
員
会
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